
昭 和 電 線 レ ビ ュ ー 　 Vol. 66 (2020) 37

ト ピ ッ ク ス

社内実験では，油を出しながらでも漏油箇所が塞がるこ
と，0.6 ～ 1.0 MPa の油圧で約半年間（2020 年 1 月～ 8 月）
漏油が発生しないことを確認しています（図 3）。
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図 2　補修状況

図 3　補修実験後加圧放置（半年）状況

図 1　補修箇所断面

一般硬化樹脂

速乾硬化樹脂
 

1．概　　要

国内の特別高圧ケーブルは，従来使用されていた OF ケー
ブルから CV ケーブルへ多くが切替られていますが，一部
の電力重要回線や民間工場等の電力供給回線として現在も
OF ケーブルが使用されています。OF ケーブルの多くは
高経年による老朽化に加え，地震等による外力を受けて，
終端接続部や中間接続部の鉛工部から漏油が発生すること
が懸念されています。

鉛工部の漏油補修工法としては，一時的にゴムチューブ
等で油止めする方法がありますが，本補修としては一般的
に鉛工部の解体・再鉛工が実施されています。

これらの作業は，高度なスキルが必要であり，CV ケー
ブルが主流となった昨今，作業が出来る人員の確保が難し
くなっており，鉛工作業が不要となる新たな補修方法が要
望されています。

この度，ポリマー樹脂を適用した簡易漏油補修工法を検
証しましたので，紹介します。

2．用　　途

特別高圧の変電設備や地中送電設備において，主に OF
ケーブル接続部の鉛工箇所で発生する漏油補修が適用箇所
となります。重要な電力供給設備である事から，容易に長
時間の停電作業が出来ない設備が多いため，早急な対応と
短時間での復旧が求められる中で，短時間でかつ高度なス
キル無く作業が可能な簡易漏油補修工法が有効な手段とな
ります。

3．特　　長

使用するポリマー樹脂（エポキシベースのセラミック系
樹脂）は，主剤と硬化剤の混合により硬化し，硬化後には
金属のように硬くなるもので，特長としては「油と融合し
て接着・硬化」が容易となります。速乾硬化樹脂で初期の
油止め，次に一般硬化樹脂で仕上げます（図 1，図 2）。




